黒 馬に 風景が 映って ゐる。 

X 

せきちく 

朝の パン を 石竹の 花と 一 しょに 食 はう。 

X 

ひとむれ ちくおんき 

この 一 群の 天使た ち は 蓄音機の レコ ォドを 翼に して 

ゐる。 

町 は づれに 栗の 木が 一本。 その 下に インクが こぼれ 

てゐ る。 

X 

か せっけん 

青い 山 を ひつ 搔 いて 見 給へ。 石鹼が 幾つ もこ ろげ 出 



すだら う。 

X 

かぼちゃ 

英字新聞に は 黄瓜 を 包め。 

誰か あの ホテルに 蜂蜜 を 塗って ゐる。 

M 夫人 II 舌の 上に 蝶が 眠って ゐる。 

X 

ひた ひ こじき 

F さん —— 額 の 毛が 乞食 をして ゐる。 

X 

くち ひけ だてう 

o さ ん あ の 口髭 は 駝鳥 の 羽根 だら う 



すすき 

詩人 s . M の 言葉 II 芒 の 穂 は 毛皮 だね。 

x 

へそ 

或 牧師の 顔 —— 臍！ 

X 

レエ スゃ ナプキンの 中へ ずり 落ちる 道。 

X 

うす ひ こけ 

碓氷 山上の 月、 —— 月に も かすかに 苔が 生えて ゐる。 

X 

H 老 夫人の 死、 —— 霧 は 仏蘭西の 幽霊に 似て ゐる。 



うまば へ むらが 

馬蝇は 水星に も 群 つて 行った。 

ハム モック を 額に 感じる うるさ さ。 

X 

かみな リ こせう から 

雷 は 胡椒よりも 辛い。 

X 

きょじん いす またた 

「巨人の 椅子」 と 云う 岩の ある 山、 —— 瞬かない 顔が 

一 つ 見える。 

X 

はぐき 

あの 家 は 桃色の 歯齦 をして ゐる。 

X 



羊の 肉に は 羊歯の 葉 を 添へ 給へ。 

X 

てふうきん ぢ よじ やうし 

さやうなら。 手風琴の 町、 さようなら、 僕の 抒情詩 

時代。 

(大正 十四 年 稿) 
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